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　ナスのふるさとは、日照量が多く
高温のインドです。夏の酷暑でも適
切な管理を行えば、夏から秋まで長
く収穫を楽しめます。煮る、焼く、
揚げる、漬けると用途は多様です。
「ナス紺」と呼ばれる色素はアント
シアニンの一種で、活性酸素を抑制
し、血管をきれいにする効果があり
ます。
［品種］　
　長卵形の「千両二号」（タキイ種
苗）、長形の「筑陽」（タキイ種苗）、
また地方には在来品種の小ナス、丸
ナス、水ナスなど多様な品種があり
ます。
［苗の選び方］　
　ナスの育苗期間は２ケ月程度と長
いため、苗の購入が便利で、特に土
壌病害の青枯病を予防するためには、
接ぎ木苗がお薦めです。良い苗は、
①本葉が７～９枚ほどで、双葉が
残っている ②幹が太くて、全体的
にずんぐりしている ③葉脈は鮮や
かな紫色 ④１番花、あるいはその
つぼみが付いている　⑤根はポット
の底から出そうなくらい、しっかり
張っているものです。なお、市販苗
が若苗の場合は、一回り大きいポッ
トで１番花が咲くまで育てましょう。
［畑の準備］
　植え付け２週間前に１平方m当た
り苦土石灰100gをまいて耕しておき
ます。１週間前に幅100～120㎝の栽

培床を作り、中央に深さ20㎝の溝を
掘り、溝１m当たり化成肥料（NPK
各成分10%程度）200gと堆肥２、３
㎏を施し、よく混ぜておきます（図
１）。
［植え付け］
　中間地では遅霜の恐れのないゴー
ルデンウイークが適期で、１条植え
では株間60㎝とし、ポリフィルムで
マルチをして地温を上げておきます。
［誘引・整枝］
　植え付けと同時に仮支柱を斜めに
挿し、株を支えます。１番花の下か
ら出る勢いの良い２本の側枝を残し、
他はかき取ります（３本仕立て）。
その後、１m以上の支柱２、３本を
交差させて固定します（図２）。
［追肥・かん水］
　収穫が始まる頃からマルチフィル
ムの裾をめくって、１平方m当たり
化成肥料50g程度を株元にまき、土
寄せします。その後、２週間置きに
畝の裾に同量を収穫中休みなく与え
ます。草勢の判断目安は、健全な花
は花柱（雌しべ）がやく（雄しべ）
の上に出ている状態です（図３）。
また、みずみずしいナスを採るには、
十分な灌水が必要で、特に高温乾燥
期には毎日かん水します。
［更新剪定］
　中間地では盛夏（７月中旬～８月
上旬）になると、枝が込み合い、葉
が茂って果実への日当たりが悪く

なってきます。この頃に全
体の３分の１～２分の１の
枝を切り詰める剪定を行い、
追肥をして十分な灌水をし
ます（図４）。約１ケ月後
に良い秋ナスが収穫できま
す。

［病害虫防除］
　アブラムシ類、ハダニ類にはマラ
ソン乳剤など、テントウムシダマシ
にはスミチオン乳剤などで防除基準
に従って防除します。
［収穫］
　開花後20日程度のつやのある若い
果実を収穫します。
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野菜 春に向けたトマトの管理
柘植　智也

　冬から春への季節の移り変わりは、
日射量・気温の上昇とともに来ます。
日射量は12月中旬を境に、気温は１
月下旬を境に上昇に向かいますが、
とりわけ2月以降から日射量・気温
は急上昇し（図１）、トマトの生育
は旺盛になります。冬季の光合成量
の減少や着果負担によって低下した
草勢を回復させて収量を安定させる
ためにも、季節の移り変わりに合わ
せて栽培管理し、元気なトマトをつ
くりましょう。
１.かん水管理
　日射量の増加に伴い光合成は活発
になります。蒸散量は増え、トマ
トの吸水量は増加します。そのた
め、１月下旬ごろから日射量の増加
に合わせてかん水量を徐々に増やす
ことで、冬季に低下した草勢を回復
できます。このときにかん水量が不
足していると、萎れによる草勢の低
下、尻腐れ果の発生など減収を招き
ます。ただし、足りないよりは多い
方が良いと考えて過度にかん水量を
増やすと、根腐れによって根量が減
少し、草勢が低下する原因となるた
め注意が必要です。適切なかん水を
心がけましょう。

２.温度管理
　日射量・気温の上昇によって、
徐々に昼間のハウス内温度は高くな
ります。しかし、夜温はまだ低く、
昼夜の温度差は大きくなります。日
の出とともにハウス内温度が急上昇
すると、湿度は急激に低下し、植物
は乾燥に耐えるために気孔を閉じて
しまいます。気孔が閉じると、日射
量と土壌水分があっても光合成は十
分に行われません。そのため、早朝
の変温管理やすかし換気によってハ
ウス内温度・湿度の急変を抑え、ト
マトの光合成を促しましょう。
　４月下旬ごろからは、ハウス内温
度が30℃を超える日が増加します。
トマトが高温に晒されると、黄変果
や裂果などの生理障害果の発生が増
えます。また、呼吸による消耗が激
しくなり、果実の肥大は悪く、草勢
が低下します。春季の収量を確保す
るためにも、夏場だけでなく、春季
にも高温対策に取り組むことが大切
です。例えば、光を多く透過しなが
ら高い遮熱効果を発揮するハウス塗
布剤（遮熱剤）を使用することでハ
ウス内温度を低くできます。令和５
年に行った調査では、遮熱剤の使用

により日中（10時から16時まで）
のハウス内平均温度を最大5.4℃下
げることができました（図2）。ま
た、黄変果や裂果の発生を減少でき
ました。時期に応じた温度管理を行
い、トマトの生育の安定を図りま
しょう。
３.葉の管理
　冬季は日射量が不足するため光合
成量は低下しますが、呼吸は変わら
ず行われます。１月中旬までは摘葉
によって葉数を減らすことで呼吸に
よる消耗を減らし、果実への糖の分
配を促します。しかし、１月下旬ご
ろからは果房間の摘葉を控え、春以
降に葉数を確保します。葉を残すこ
とで、増加する日射量に合わせて十
分に光合成ができるようになります。
また、果実を日陰にして果実温度の
上昇を防ぐことで、春以降の黄変果
の発生を抑制できます。
　季節の変わり目は環境の変化が大
きく、トマトの栽培も環境の変化に
応じて変えていく必要があります。
上昇していく日射量・気温に応じて
かん水管理や温度管理、葉面積を調
整し、作付け終了まで生き生きとし
たトマトをつくりましょう。

図１　気温と日射量の変化（名古屋平年値）図１　気温と日射量の変化（名古屋平年値） 図２　ハウス内平均温度（10時～16時）の推移図２　ハウス内平均温度（10時～16時）の推移
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